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○第７次小樽市総合計画ṕ p27Ṗ

○小樽市第２次都市計画マスタープランṕp47Ṗ
高齢者など、すべての人が快適に暮らすことができるまちづくり

・まちなか居住
・移住・定住の促進

○小樽市人口ビジョンṕ Ễ p31Ṗ
8 ṕ15Ṍ64 Ṗ

20Ṍ29 5 若年層の人口流出
を抑制することが課題

○小樽市人口減少問題研究会 報告書（概要）

30
20

・子育て世代は、教育・子育て環境の満足度が高いほど、定住志向
が高い。
政策的ターゲット 「子育て世代」

○小樽市都市計画マスタープラン・市民アンケート調査
定住に肯定的な回答 市全体で72.1%

地域別では、塩谷地域が84.3% と最も高い
定住意向が最も低い年代は、「18 ～29 歳」

53.6 Ṿ
ṕ 72.1 Ṿ 70 89.7% ṖṖ
小樽市の住み心地の満足度が最も低い世代は、「30 ～39 歳」

58.7 Ṿṕ 30.9 Ṿ 70 14.5% Ṗ

議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

˲ḩ ὓᵊΤϣψˁ˳ ˲◕ Ӫ꜡ʾӪΰ ₰Τϣψˁ˳

ῢ

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ

ˢ͎ˣ χϘρϛ

ḩ ὓᵊ

○小樽市のまちづくりに関する市民アンケート調査
中心市街地だけでなく、土地の広い郊外の住宅

地など、ほかの地域でも生活しやすい環境づくりや、子育てしやすい
環境づくりなどが望まれています。

Μבֿ ʾ◓Ӿο Ϭψαϛρΰθӱ ʾ χ ϞϘκσΤạ ʺ ◕
ᵹ ιΪπσΨʺ‡ᵰχϕΤχ ӽτΣΜοϜ ϜΥ ᶨΰϞβΜḕẽξΨϤσ
ςΥᴿ ρ ꜡

○住宅マスタープラン（p72~ Ṗ
利便性の高いまちなか居住対策
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他都市と比較して大幅な減少

Ẇ 令和22 年の将来推計 49.6 Ṿ
6.7% 他都市と比較して少子高齢化が進行、生産年齢人口割合

（43.8% ）は最下位

議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題
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Ẇ 平成27 年 37.1 Ṿ 9.2%
他都市と比較して少子高齢化が進行、生産年齢人口割合（53.6% ）は
最下位
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題
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○第７次小樽市総合計画ṕp47Ṗ
69km

地形的な制約の中で いかに機能的な市街地形成

を進めていくかが課題

中心市街地においては、にぎわいや活力が低下再開発な

どによる土地の高度利用や地区の特性を生かした良好な都市環

境の確保が必要

˲◕ Ӫ꜡ʾӪΰ ₰Τϣψˁ˳˲ ӡʾḩ ὓᵊΤϣψˁ˳

○小樽市都市計画マスタープラン・市民アンケート調査

「市内に散在している空家・空き地の活用を図る必要があ
る」が最も多く、約8割の方が選択ṕ Ṗ

○住宅マスタープラン（p72~ Ṗ
空き家対策

議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ

Ἱ σ ʺἋΦᴪ ├Ϟ ◕ᵹ τΣΪϥ χ‰ σςΥᴿ

ρΰο ꜡
ḩ ὓᵊ

郊外に新しい住宅地を開発し、都市の拡大を
図る必要がある。

新たな住宅地の開発を抑制し、現在の住宅地
の環境を維持保全する必要がある。

駅周辺市街地の再整備を推進する必要があ
る。

中心市街地に公営住宅を建設し、街なか居住
を推進する必要がある。

市内に散在している空家・空き地の活用を図
る必要がある。

ˢ77.4%ˣ

○小樽市のまちづくりに関する市民アンケート調査
空き家等対策（空き家の有

効活用等）を望む意見が多くなっています。

○都市計画マスタープランṕp45Ṗ
土地利用の高度化

空き地・空き家の利活用の促進
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˓ ӽ χἋΦᴪὺ ψʺ Μ τʺ︣ẋ ӽ287Ὧʺ ӽ260Ὧʺ ỆʾϷЌЯϱ ӽ246Ὧ

空き家建物数が多い地域

資料:令和2年度
小樽市空き家実態調査

ӽ (%)

2,106 117 5.6 

5,332 246 4.6 

3,154 178 5.6 

3,499 287 8.2 

5,653 221 3.9 

6,120 243 4.0 

6,771 260 3.8 

8,387 181 2.2 

5,163 136 2.6 

46,185 1,869 4.0 

˓ ӽ ὺ τ ϛϥἋΦᴪὺ χᶤ›πψʺ Μ τʺ︣ẋ ӽΥ8.2%ʺ‰ ẉόת ӽΥ5.6%
ת σςχ ψἋΦᴪ Υ‰Μ ʺ╘ ◕τựΜ σςχ π ΜἱΰτΚϤϘβʻ

︣ẋ ӽσςχᾥΨΤϣ◕ᵹ ΥἹ ήϦοΜϥ ӽτΣΜοʺἋΦᴪχ Υᾋϣ

Ϧϥσςʺ ӽ τᴂαθἋΦᴪ ├Υᴿ ρσμοΜϘβʻ
Ьϼк

空き家建物数が多い地域

ἋΦᴪ

ˢ ͎ ˣ
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˓ˮ ˯Ϭ ΰΨϙϥρʺ ״ ӽϬψαϛρΰο◕ᵹ τ ήσ Ϟ Ἃ כּ Υ╩∕

τ ΰοΜϘβʻ

Ьϼк

◕ ӽτΣΜο ṛ σ Υ ΰοΜϘβΥʺρϤϩΪͧ͟ ׄ

χ ◕ᵹ σςτΣΜοψʺ ṛ σ Ϟ Ἃ כּ Υ╩∕ τ ΰʺ

χ‰ ϞϘκχ χᶎ Υᴿ ρσμοΜϘβʻ 9

ᴦ

ˢ ˣ

˓ ӽϞ ӽʺ◕ᵹ ‡ᵰχẅ πϘρϘμθ ʺ ʺᾖ Υ ΰοΜϘβʻ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

◕Υ Πϥᴿ

ʾ ẏᴟΰθἋΦᴪϞ χ ᴥΥᾋ₅ϘϦʺ

ӽ τᴂαθ῟ᴮ σἋΦᴪ ├Υᴿ

ʾͧ͟ ׄ χ ◕ᵹ τΣΜοψʺ ṛ σ

Υ╩∕ τ ΰοΣϤʺ χ‰ ϞϘ

κχ χᶎ Υᴿ

̗ᴿ χ

ʾ ῢΥᾚ ΰοΜΨρʺἋΦᴪΥ ΠοΦϘβʻ σ ᴂϬΰσΪϦωʺ χ

ΜϧΜϧρ♆ χ ᶨτ ›Υ αοΨϥΤϜΰϦϘδϭʻ

βЀжЭψʺᴿ ϬϱЮ˔ЅΰϞβΨ ᾝβϥάρτ ϛθϜχπΚϤʺβϓοχ
ᾝ Ϭ ᾝΰΦϦοΜϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

ЀжЭ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ

ḩ ὓᵊ

○地域公共交通網形成計画ṕp78Ṗ

持続可能な地域公共交通ネットワークの形成

○第７次小樽市総合計画ṕp130 Ṗ

高齢化の進行に伴い、地域公共交通が担う役割の重要性が増している

○小樽市人口ビジョン（令和２年改訂版）ṕp31~33 Ṗ

○地域公共交通網形成計画・市民アンケート調査
バスを利用しない理由 「自分で運転する又は家族に送迎し

てもらうため」が約7割と最も多い 「運行便数が少ない」

「買い物などの荷物を持って利用することがつらい」

2~3 割程度存在

○小樽市のまちづくりに関する市民アンケート調査
高齢になっても交通利便性

が享受できるまちが望まれています。

○第7次小樽市総合計画・市民アンケート調査
住み続けたい理由・転出したい理由の双方「交通の便」が上位

定住に関して影響が大きい

○都市計画マスタープランṕp45Ṗ
・拠点間交通ネットワークの確立

高齢者など、誰もが円滑に移動できるまちづくり

ⱱ ᴦ σ ӽ῝Ặῖ КАЕм˔ϼχἹ ϞẤ ḧῖ КАЕм˔ϼχᶎ

‰ σςיּ ϜΥדᶪτӱ πΦϥϘκξΨϤσςΥᴿ ρ ꜡
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Ыϼк

Ẇ ṕ10.2% Ṗ
ṕ23.4% Ṗ 33.6%

通勤等におけるバス利用は、他都市を大きく上回り、
市民生活に欠かせないものとなっています。

Ẇ ṕ Ṗ 32,886
1

他都市と比較して、利便性の高い公共交通網が整備されて
いることがうかがえます。

◕ρ ᶓΰο χ‰Μ῝Ặῖ Υ ήϦοΜϥάρΥΞΤΥΠϘβΥʺ

ẍ σ ῢᾚ τϢϤʺ₈ῇήϣσϥ῝Ặῖ χᾚיּ Υᾋ₅ϘϦʺⱱ ᴦ

σ ӽ῝Ặῖ χἹ Υᴿ ρσμοΜϘβʻ
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˓JRϞ НІτϢϥ ϸН˔ίψʺ ׄ ʺḅ ΜϬל τ◕ᵹ χ ϬϸН˔ΰοΜϘβʻ

˓֒ χϽжТχρΣϤʺ ◕χṁḅ ῝Ặῖ χ ί ῢϸН˔ ψ77.4%πʺ ⁯χ ṛ ◕
ỡˢ56.5%ˣẉό χ ṛ ◕ˢ  ◕ʾ ᾋ◕ˣϢϤϜ‰Μ ϬꜘΰοΜϘβʻ

Ϟ НІχ ◦ỡ”Υ ϣϦοΜσΜᾝ τᴥΠʺ ῢ χ ᴞΥᾋ₅Ϙ

ϦοΜϥ ӽτΣΜοψʺ χᾚיּ τϢϤʺ ӽ῝Ặῖ χ σςχᴦ

ϜΚϤʺˮ ӽχ ˯χᶎ Υᴿ ρσμοΜϘβʻ

Ьϼк

ᴦ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

◕Υ Πϥᴿ

ʾẤ ḧῖ КАЕм˔ϼχᶎ Ϭψαϛρΰθⱱ ᴦ

σ ӽ῝Ặῖ χἹ Υᴿ

ʾדᶪτӱ πΦϥῖ ḕẽχἹ Υ

◕ῖ

̗ᴿ χ

ʾ ῢΥᾚ ΰʺ῝Ặῖ χ֫ Υᾚ ΰοΜΨρʺ ΠωʺНІχ Ϟ Υᾚμο

ΰγϣΨσϥΤϜΰϦϘδϭʻ

ЀжЭ

βЀжЭψʺᴿ ϬϱЮ˔ЅΰϞβΨ ᾝβϥάρτ ϛθϜχπΚϤʺβϓοχ
ᾝ Ϭ ᾝΰΦϦοΜϥϜχπψΚϤϘδϭʻ
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Ὂↄᶨ
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○第7次小樽市総合計画・市民アンケート調査

住み続けたい理由・転出したい理由の双方「買い物の利便性」

が上位 定住に関して影響が大きい

議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ

ḩ ὓᵊ

○第７次小樽市総合計画ṕ p27Ṗ
強みを生かした産業振興によるにぎわいと雇用の創出
ṕ Ṗ

○小樽市人口ビジョンṕ Ễ p31Ṗ

○第二次小樽市観光基本計画ṕp4Ṗ

○小樽港長期構想ṕp39Ṗ

○都市計画マスタープランṕp45Ṗ
観光振興による交流拡大、各種産業への経済波及
北海道新幹線等の整備効果を地域全体へ波及
中心市街地の活性化

◕χⱱνếϙϬ Τΰθ▀Ộ ọτϢϥτΧϩΜρᾼ χ ʺ ᵤ ḅ

χ ῟ᴮχ ӽ ϒχ ẉʺ ◕ᵹ χᶨ ᴟσςΥᴿ ρ ꜡
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Ыϼк

Ẇ 2 ỉ 3
27 Ệ 9 25

2 4 ṕ 2 33% Ṗ
第１次産業（対平成2年比54% 減）

と第２次産業（対平成2年比52% 減）の減少幅が大きく
第３次産業の占める割合が高くなっています。

Ẇ 61
11 973

600 800

2 260

73,215 72,424 
68,142 

59,550 
53,365 

49,127 
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Ьϼк

ⱧỘ χ ᾚ

ˢ 13 - 26 ˣ

̓JR ׄ ˢԅ ʾᴸהʾ ʾợ ˣπψ 13 ˙26 τΤΪο50ⱧỘ ӟ ᾚ ΰο
Μϥԁ ʺ   ˢ  ˣπψʺ 13˙26 τΤΪο50ⱧỘ ӟ ᴥΰοΜϘβʻ

◕ᵹ Ϭψαϛρΰοʺ₈ῇϜⱧỘ χᾚ Υ ήϦʺ ӽὊↄχ τ ΞḼ

Ộχ ϞʺάϦτ Ξᾼ χ χᾚ Υὼ ήϦϘβʻ

̓ⱧỘ ψʺ 13 ˢ7,758ⱧỘ ˣΤϣ 26 ˢ6,090 ⱧỘ ˣπ 2ᶤᾚ ΰοΜϘβʻ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

◕Υ Πϥᴿ

ʾ ◕χếϙϬ Τΰθ▀Ộ ọϞ ᵤ ḅ χ

῟ᴮχ ẉσςτϢϥ ◕ᵹ Ϭψαϛρΰθ ӽὊ

ↄ χᶨ ᴟΥᴿ

Ὂↄᶨ

̗ᴿ χ

ʾ ӽὊↄχ σςτ ΞḼỘχ τϢϥ Ψ χᾚ ʺ◓Ӿο χ τ Υכּ

ΤΤϥΤϜΰϦϘδϭʻ

ЀжЭ

βЀжЭψʺᴿ ϬϱЮ˔ЅΰϞβΨ ᾝβϥάρτ ϛθϜχπΚϤʺβϓοχ
ᾝ Ϭ ᾝΰΦϦοΜϥϜχπψΚϤϘδϭʻ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥᴿ

ᾗΰΜ∞ ệΥᾋ₅ϘϦϥ πʺ χ ῢϞ∞ ṛ τᾋ›μθⱱ ᴦ σ

“ ְ֫ˢ῝Ặ☼ χӲⱱ  ʺⱢ▀χ ῟ᶨ ˣΥᴿ ρ ꜡
ḩ ὓᵊ

○第７次小樽市総合計画ṕ p28Ṗ

将来の人口や財政規模に見合った持続可能な行政運営が必要

○小樽市公共施設等総合管理計画ṕp50~p52 Ṗ
維持更新費用の抑制

○小樽市収支改善プランṕp18Ṗ
将来にわたり持続可能な行政運営の確保

ṕ資産の有効活用・有休資産の売却、ふるさと納税の更なる推進等Ṗ

○小樽市人口減少問題研究会 報告書（概要）

法制度による公的サービスの数的差はほとんどない
ẓ 2Ṍ 6
ẓ 
ẓ 

○第7次小樽市総合計画・市民アンケート調査

市外に転出したい理由 「他のまちの行政サービスが充実して
いるから」が上位 定住に関して影響が大きい
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ẑ

῝Ặ☼ χ  ϞӺ χ ᴥσςτϢϤʺήϣτᾗΰΜ∞ ệΥᾋ₅Ϙ

Ϧϥ ʺ῝Ặ☼ χΩ ᴟϞ“ Ђ˔РІχ῟ ᴟʺὲῴ τϢϥּזᵓ χ

σςΥᴿ ρσμοΜϘβʻ

τσϥʺ῝Ặ
☼ χ ḧ 
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

◕Υ Πϥᴿ

∞ ʾήϣτᾗΰΜ∞ ệΥᾋ₅ϘϦϥ ʺ῝Ặ☼ χΩ

ᴟϞ“ Ђ˔РІχ῟ ᴟσςʺ χ ῢϞ∞ ṛ

τᾋ›μθⱱ ᴦ σ“ ְ֫Ϭ ϛο“ΨάρΥ

̗ᴿ χ

ʾ ῢΥᾚ βϥρʺ◕χ Υ σΨσϤϘβʻ

άϦϘπ οΜθ“ Ђ˔РІˢ ˣΥ“Φ ΤσΨσμοΰϘΞΤϜΰϦϘδϭʻ

βЀжЭψʺᴿ ϬϱЮ˔ЅΰϞβΨ ᾝβϥάρτ ϛθϜχπΚϤʺβϓοχ
ᾝ Ϭ ᾝΰΦϦοΜϥϜχπψΚϤϘδϭʻ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥᴿ

ʾḩ ὓᵊ τ τṜ∏σΰʻ

Ẇ 住宅地の平均地価（令和２年）は16,945 円/ ㎡
道内の同規模他都市と同等

Ệ ể

Ẇ商業地の平均地価は77,625 円/ ㎡ 道内の同規模
都市の約２倍以上と高い水準

Ễ ể

Ыϼк
ạὉʾ ỘὉ ᴣψʺ ṛ ◕ρ ᶓΰο ϜΰΨψ‰Μ τΚϤϘ

βΥʺ ῢᾚ σςχֲốτϢϤʺ ▀ ΥֿפϘϤϬᾋδϥ ʺ ◕ τΣΪ
ϥ ᴣ χӲⱱʾΰ Υᴿ ρσμοΜϘβʻ

16,945
26,616

14,683

79,517

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

◕   ◕ ᾋ◕ ṛ

◕ ỡ

χ ỡ ᴣˢ ͎ ˣ˲ד/ ˳

77,625

38,238 31,978

153,452

0

50,000

100,000

150,000

◕   ◕ ᾋ◕ ṛ

◕ ỡ

χ ỡ ᴣˢ ͎ ˣ˲ד/ ˳ṕ 2 Ṗ /ṕ 2 Ṗ /

P P

̗ ◕χ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ ˢЫϼкʾЬϼкˣ
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Ьϼк

̓ ỘὉχ ᴣχ ᾚϬᾋϥρʺԅ ʺᴸהʺ ʺ ṷ ʺᴀ ʺ Ίπψ ᴣΥ ΰοΜϘβʻ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥᴿ

ḩ ὓᵊ

○第7次小樽市総合計画・市民アンケート調査
住み続けたいと思う理由 、「災害や治安の面で安心だから」が
上位

災害が少ないことが反映

○第７次小樽市総合計画ṕp132 Ṗ

災害による被害を最小化

強靭な
まちづくりを平時から計画的に進めていく必要があります。

○小樽市強靭化計画ṕp6Ṗ
ṕ Ṗ

○地域防災計画及びハザードマップ
急傾斜地崩落危険区域（指定区域） 70 区域

ṕ Ṗ2
土砂災害警戒区域等 519 区域ṕ 277 242Ṗ

洪水浸水想定区域 星置川ほか7河川
津波浸水想定区域 沿岸部7地区ṕ Ṗ

27.3% 39.7%

26.4%

22.7%

29.0%

25.1%
2.7%

0% 10% 20% 30% 40%

ὺ Ỹχỉ χᵠ ϞἋ ˜

←Ấ Ϟ ☼ ρσϥ῝Ặ☼ χ˜

ʾẎ ρσϥ︠ ḅ ʾḅ ˜

←ᵲⱲτ ᴂΰθ῝הϬ βϥ

ӽ Υ῀Μτ Ϊ›Ξᶨ Ϟʺ ˜

←ᵲ Ϭ τ ♁βϥθϛχῬⱧ˜

ζχ n=697

○都市計画マスタープラン・市民アンケート調査
: 「都市防災について今後どのようなことに重点を置くべきか」

「防災拠点や避難施設となる公共施設の耐震化を図る」が最も多
く 約4割の方が選択 ṕ Ṗ

○都市計画マスタープランṕp45Ṗ

Ἱ Τϣ ˑσ←ᵲΥṞάϥᴦ ΥΚϤʺ←ᵲτϢϥ ᵲχΩ ᴟʺ

ế σϘκξΨϤχὓᵊ σςʺ ←ʾᾚ←ϒχ︡ Υᴿ ρ ꜡
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題
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Ḳ ṕ 3 10 Ṗ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ

◕ᵹ χᶨ ᴟϞ῝Ặ☼ χ ◕Ṑ χ Ấ ϒχ ʺ◓Ӿο◦כϬψα
ϛρβϥ ◕Ṑ χ Ϭ αʺ ựσ ӽχẤ σςτΣΪϥ ᶨ χᶎ χ
ϕΤʺ ӽχνσΥϤϬӲⱱβϥθϛχẤ ξΨϤσςΥᴿ ρ ꜡

ḩ ὓᵊ

○第７次小樽市総合計画ṕ p27Ṗ

100 産科や子ども・子育て世代向けの施

設などの充実 子育て環境の充実が望まれている。

100 働く場所や商業施設の充実

若年者などの定住を促進するにはこれらの改善重要

○第１期小樽市地域福祉計画・小樽市地域福祉活動計画
~ Ṍṕp42ṌṖ

[ ] 地域住民同士がつながるための拠点づくり
多様な世代のつながりづくり

○小樽市人口減少問題研究会 報告書（概要）
子育て環境に係る提言

親が気軽に集まれる場や商店街等
でのコミュニケーション機会の創出

○小樽市のまちづくりに関する市民アンケート調査
将来もあり続けて欲しい身近な地域の拠点で日常利用する施設とし
て、約９割の方が「スーパーやドラッグストア等の食料品・日用品販
売店舗」を選択次いで「医院・診療所」、「金融機関」の順

身近な地域で買い物ができる
環境 子育て世代が利用する子育て支援・医療施設や福祉施設の
存続・充実

○第7次小樽市総合計画・市民アンケート調査
「買い物の利便性」や「楽しむ場所や機会」、「医療・福祉の面」が
上位 定住に関して影響が大きい

○都市計画マスタープランṕp45Ṗ
更新等による持続可能な市民サービスの確保
中心市街地の活性化 ・生活利便性の向上

公共施設等の都市機能を複数拠点へ集約
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Ыϼк

Ẇ 日常生活サービス圏の徒歩圏人口カバー率は、
55.7 ％

2 同規模の他都
市と比較して利便性の高いまちであることが伺えます。

Ẇ 基幹的公共交通路線の徒歩圏カバー率77.4 ％
道内の同規模他都市や 同規模程度都市平均よりも高い利
便性を示しています。
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ῢṛ τᾋ›μθ☼ ṛ χ ᴟ ʺ σИ˔Їτ ᴂΰθ῝הχ ʾ

ʺם σςΥᴿ ρ ꜡
ḩ ὓᵊ

○都市計画マスタープラン・市民アンケート調査
身近な公園の利用頻度 利用しないという
回答が約8割ṕ Ṗ
その理由 4 「遊具、トイ
レなどの施設が古く、魅力がない」「歩いていけるところにない」と
いう回答が約3割と上位ṕ Ṗ
道路・交通網等について今後どのようなことに重点をおくべきか

ṕ54.9% Ṗ 除排雪に対する関心が高い

○第７次小樽市総合計画ṕ p28Ṗ

2 安全で暮らしやすい生活基盤の充実

○小樽市人口減少問題研究会 報告書（概要）
小樽市民の満足度が低いものẓ 子どもの遊び場・公園など
子育て環境」に関する提言

ẓ公園、遊び場の整備
・「公的サービス」に関する提言

子育てで利用可能な公園の充実、除排雪の改善

○第２次小樽市上下水道ビジョン
ṕp32Ṗ

将来の水需要に応じた施設規模の適正化

ṕp37Ṗ

人口減少などに見合った下水道施設全体の効率化と最適化

○小樽市のまちづくりに関する市民アンケート調査
中央地域をはじめ各地域に

子育て世代や高齢者が利用する公園等の整備等が望まれています。

○都市計画マスタープランṕp45Ṗ

公園利用者のニーズの把握、機能を重視した整備

̗ḩ ὓᵊ Τϣ ΤϦϥ︠σᴿ
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題
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議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

◕Υ Πϥᴿ

ῢ

ʾ ẏᴟΰθἋΦᴪϞ χ ᴥΥᾋ₅ϘϦʺ ӽ τᴂαθ῟ᴮ σἋΦᴪ ├Υᴿ
ʾͧ͟ ׄ χ ◕ᵹ τΣΜοψʺ ṛ σ Υ╩∕ τ ΰοΣϤʺ χ‰
ϞϘκχ χᶎ Υᴿ

ʾẤ ḧῖ КАЕм˔ϼχᶎ Ϭψαϛρΰθⱱ ᴦ σ ӽ῝Ặῖ χἹ Υᴿ
ʾדᶪτӱ πΦϥῖ ḕẽχἹ Υ

ʾ ◕χếϙϬ Τΰθ▀Ộ ọϞ ᵤ ḅ χ ῟ᴮχ ẉσςτϢϥ ◕ᵹ Ϭψαϛρΰθ
ӽὊↄ χᶨ ᴟΥᴿ

◕ῖ

Ὂↄᶨ

̙ᴿ Ϙρϛˢ ˣ

ʾ χ ᶨίτΣΪϥ ᶨ Ϟ ӽЀЬвИГϰʺϘκχτΧϩΜ ϬӲⱱβϥθϛʺԁ χϵзϯ
ϒχạ χ ʾ τϢϥ ῢ χӲⱱʾᶎ Υ
ʾ◓Ӿο Ϟ‰ Ϭψαϛρΰοיּ ϜΥ ᶨΰϞβΜ ӽ τᴂαθ ḕẽχӲⱱʾἹ Υ

∞ ʾήϣτᾗΰΜ∞ ệΥᾋ₅ϘϦϥ ʺ῝Ặ☼ χΩ ᴟϞ“ Ђ˔РІχ῟ ᴟσςʺ χ ῢϞ∞
ṛ τᾋ›μθⱱ ᴦ σ“ ְ֫Ϭ ϛο“ΨάρΥ

ʾ ῢᾚ σςχֲốτϢϤʺ ▀ ΥֿפϘϤϬᾋδϥ ʺ ◕ χ ᴣ χӲⱱʾΰ Υᴿ

ʾ Ἱ σ τϢϤʺ◕ τ ₳←ᵲὕᵞỸӽσςΥ ∕ΰοΜϥάρΤϣʺ ӽχὕᵞ Ϟ←
ᵲ ᴂ χếᴟΥᴿ

ʾẍ τ ῢᾚ Υ Ϛ ʺᾝ χ ᶨ Ϟ ӽχνσΥϤ ϬӲⱱβϥθϛʺ ựσ ӽχẤ τ
ΣΪϥ ᶨЂ˔РІ☼ χӲⱱʾ Υ

ʾ ◕χ ᶋ σẤ πΚϥͧ͟ ׄ χ ◕ᵹ Ϟ◕ χ τΣΜοψʺṌ χ Ộ☼ Ϟ︠
σ῝Ặ☼ σςχ ◕Ṑ Ϭ ΤβρρϜτʺ ◕Ṑ χ  ʾ τϢϥᶨ ρ χӲⱱʾΰ Υ

ʾ ῢṛ τᾋ›μθ☼ ṛ χ ᴟ ʺӗ ʾӗ σ Ṑ χᶎ σςΥᴿ
ʾ῝הτνΜοψʺ ệ τᴂαθṐ χ™ ʾ ʺ σИ˔Їτ ᴂΰθṐ χ σςΥם

ᴣ

←ᵲ

◕Ṑ

◕☼



ṧ

ЀрОϼЕЄГϰ
ᶨЂ˔РІṐ ρạ Ϭ
ʾ ΰʺ ῢϬ

КАЕм˔ϼ
ϘκξΨϤρ ὀΰθ
ῖ КАЕм˔ϼχ™ 

ớКАЕм˔ϼἷ
ЀрОϼЕЄГϰṬ

議題３ 都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題

̔ ὓᵊψʺ◕ ᶨτ Ϭ οθạ Ṑ ϞӺ ʾ ♅ʾ Ộ χ ◕Ṑ χ ʺ῝Ặῖ χ

ם τḩβϥ ᶧ σЫІЌ˔ФжрπΚϤʺ ◕ὓᵊЫІЌ˔Фжрχԁ ρήϦϥὓᵊ

̔ τ θμοψʺ ὓᵊΥ ◙β ЫІЌ˔Фжрχṁ πΚϥˮⱱ ᴦ π῟ σϘκ

ξΨϤ˯χ ΰ Ϭ ϘΠσΥϣʺˮạ ˯ʺˮ ◕Ṑ ˯ʺˮῖ КАЕм˔ϼ˯χ͏νχ♪

πʺ ὓᵊτϢϤᵔὨβϓΦᴿ Ϭ

︣ קּ

視点1 視点２ 視点３
ễ

͎ᵔὨβϓΦᴿ χ
（１）抽出の考え方（立地適正化計画で解決できる視点について）
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̔ ᶨ χӲⱱʾΰ ̔ ӽὊↄχᶨ ᴟ ̔“ ЀІЕχ⌡ᾚ ̔ Ẕḕẽϒχ ᴻ ᾚ σς

ṡ ḱ ḱ ṇ Ṣ

︣

שּ ṕ ṇ ḱ Ṗ

ṇ

נּ

Ấ ρ χ ӽẤ τ ◕Ṑ Υ ήϦʺζϦϣΥῖ КАЕм˔ϼπὫωϦθ῟ σϘκξΨϤ
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♪ ͍ ạ

̔ ӽ τᴂαθ ḕẽχӲⱱʾἹ

̔ạ χ ʾ τϢϥ ῢ χӲⱱʾᶎ

ᶨ χ‰Μ ◕ᵹ Ϟ ựσ ӽχẤ ʺꜛ ΤσϠρϤΚϥ‡ᵰχ

χ ӽ σςτᴂαθ ϜΥ ᶨΰϞβΜ ḕẽχӲⱱʾἹ Υ

͎ᵔὨβϓΦᴿ χ
（２）立地適正化計画により解決すべき課題

χ ᶨίτΣΪϥ ᶨ Ϟ ӽЀЬвИГϰ Υⱱ τᶎ ήϦϥϢ

ΞʺẤ Ϟζχ ʺ῝Ặῖ ל σςχԁ χϵзϯ ϒχạ χ ʾ τ

Ϣϥ ῢ χӲⱱʾᶎ Υ

̔ӗ ʾӗ τ ϙ ΪϣϦϥạ χἹ

ϜΥӗ ʾӗ τ ϙ ΪϣϦϥϢΞʺꜛ ←ᵲ τϢϥ ᵲχ ᾚϞἋΦᴪ

├σςϬ ϛϥρρϜτʺӗ ʾӗ Ϭᶎ βϥθϛ τᴂαο τạ

Ϭ βϥάρΥ
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♪ ͎ ◕Ṑ

̔ ◕ᵹ σςτΣΪϥᶨ ρ χӲⱱʾΰ

̔ ựσ ӽχẤ τΣΪϥ ◕Ṑ χӲⱱʾ

◕χ ᶋ σẤ πΚϥͧ͟ ׄ χ ◕ᵹ Ϟ◕ χ τΣΜο

ψʺṌ χ Ộ☼ Ϟ︠ σ῝Ặ☼ χ ◕Ṑ σςχṌ ІЕАϼϬ Τΰσ

Υϣʺ ◕Ṑ χ  ʾ τϢϥᶨ ρ χӲⱱʾΰ Υ

͎ᵔὨβϓΦᴿ χ
（２）立地適正化計画により解決すべき課題

ᾝ χ ᶨ Ϟ ӽχνσΥϤ ϬӲⱱβϥθϛʺ ựσ ӽχẤ Ϟῲӽ

τ ήϦϥ ӽχẤ τΣΪϥ ◕Ṑ χӲⱱʾ Υ
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Ấ ρᶆ ӽχẤ ḧ ῀χ ὀʾ ḁτṄ βϥⱱ ᴦ σẤ ḧῖ

КАЕм˔ϼχἹ Υ

♪ ͏ ῖ КАЕм˔ϼ

̔Ấ χἹ ρ ὀΰθῖ ḕẽχӲⱱʾ ם

̔ⱱ ᴦ σẤ ḧῖ КАЕм˔ϼχἹ

Ấ Ϟῖ КАЕм˔ϼ χἹ ρ ὀΰθ ϜΥӱ ΰϞβΨʺ τ ΰΜῖ

ḕẽχӲⱱʾ Υם

͎ᵔὨβϓΦᴿ χ
（２）立地適正化計画により解決すべき課題
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̔ạ χ ʾ τϢϥ ῢ χӲⱱʾᶎ

ạ

◕
Ṑ

ῖК

Е
м

ϼ

ᾝ χ ᶨ Ϟ ӽχνσΥϤ ϬӲⱱβϥθϛʺ ựσ ӽχẤ Ϟῲӽ τ ήϦϥ ӽχẤ
τΣΪϥ ◕Ṑ χӲⱱʾ Υ

◕χ ᶋ σẤ πΚϥͧ͟ ׄ χ ◕ᵹ Ϟ◕ χ τΣΜοψʺṌ χ Ộ☼ Ϟ︠ σ
῝☼ χ ◕Ṑ σςχṌ ІЕАϼϬ ΤΰσΥϣʺ ◕Ṑ χ  ʾ τϢϥᶨ ρ χӲⱱʾΰ
Υ

Ấ ρᶆ ӽχẤ ḧ ῀χ ὀʾ ḁτṄ βϥⱱ ᴦ σẤ ḧῖ КАЕм˔ϼχἹ Υ

Ấ Ϟῖ КАЕм˔ϼχἹ ρ ὀΰθ ϜΥӱ ΰϞβΨʺ τ ΰΜῖ ḕẽχӲⱱʾ Υם

̔ ựσ ӽχẤ τΣΪϥ ◕Ṑ χӲⱱʾ

̔ ◕ᵹ τΣΪϥᶨ ρ χӲⱱʾΰ

̔ⱱ ᴦ σẤ ḧῖ КАЕм˔ϼχἹ

̔Ấ χἹ ρ ὀΰθῖ ḕẽχӲⱱʾ ם

♪ ͍

♪ ͎

♪ ͏

ᴟὓᵊτϢϤᵔὨβϓΦᴿ ˢϘρϛˣ

χ ᶨίτΣΪϥ ᶨ Ϟ ӽЀЬвИГϰ Υⱱ τᶎ ήϦϥϢΞʺẤ Ϟζχ ʺ῝Ặῖ
ל σςχԁ χϵзϯ ϒχạ χ ʾ τϢϥ ῢ χӲⱱʾᶎ Υ

̔ ӽ τᴂαθ ḕẽχӲⱱʾἹ

ᶨ χ‰Μ ◕ᵹ Ϟ ựσ ӽχẤ ʺꜛ ΤσϠρϤΚϥ‡ᵰχ χ ӽ σςτ
ᴂαθ ϜΥ ᶨΰϞβΜ ḕẽχӲⱱʾἹ Υ

̔ӗ ʾӗ τ ϙ ΪϣϦϥạ χἹ

ϜΥӗ ʾӗ τ ϙ ΪϣϦϥϢΞʺꜛ ←ᵲ τϢϥ ᵲχ ᾚϞἋΦᴪ ├σςϬ ϛϥρρϜτ
ӗ ʾӗ Ϭᶎ βϥθϛ τᴂαο τạ Ϭ βϥάρΥ


